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教育目標 
すこやかでよく遊ぶ、心豊かな子供の育成 ～子供の夢がかなう幼稚園～ 

○意欲的に遊び込む子 ○豊かな感性をもち、思いやりのある優しい子 ○友達と協同して遊びを創り出す子 ○心も体もすこやかな子 

保育の視点 遊び込む子供の育成 ―遊び込む子供の姿を支える環境の構成― 

項目 重点項目 具体的施策 達成目標 
自己 
評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価 

学
力
の
向
上 

教
育
課
程 

・教育課程の
再編成 

 

・幼小接続の視点からの教育
課程の確認及び検証を行
う。 

 

・職員で意見を出し合い、自園の子供
の実態に合わせ、確認検証をする。 

 

A 

・伊丹市全園共通の教育課程のため、子供や園の
実態と合わない点も出てきている。伊丹市全園
共通の教育課程と自園の実態をどうあわせな
がら進めていくかが今後の課題である。 

・伊丹市の架け橋期のカリキュラムと照らし合わ
せた指導案を各学年立て、園内研を実施するこ
とができた。 

・職員会の中で、子供の姿の話を
しながら、学期ごと、学年ごと
に見直し、伊丹市全園共通の
教育課程と照らし合わせなが
ら自園の教育課程を検討して
いく。 

 また、５歳児と小学校の架け
橋期のスタートカリキュラム
についての研修を行ってい
く。 

・子供達の実態

に応じた環境

づくり、教育

課程が進めら

れており、架

け橋期のスタ

ートカリキュ

ラムについて

も小学校に対

して積極的に

働きかけてい

る。 

・5 歳児の保育

室には、小学

校入学を見据

えた環境の構

成を行ってい

ることが分か

った。このよ

うな、配慮を

もっと保護者

にも伝えてい

くとよいので

はないか。 

 

研
究
推
進 

・子供の豊か
な心を育む
保育の実践 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
・幼小の連携
を意識した
保育の展開 

・日々の保育から遊び込む子
供の心の動きを捉え、その
子供を支えるための環境構
成のポイントを探る。 

 
 

 
 
 
 
 
 

・幼小連携を図るために職員
同士が互いの授業や保育を
見合う機会を設ける。また、
園内研究会などを通して学
びを深める。 

・年間２回程度園内研究を行い、環境
の構成（人的・物的を含めた）のポ
イントについて学び合う。 

・共同研究園とともに研究テーマにつ
いて成果と課題をリーフレットに
まとめ、研究の成果を職員全員で共
有し、研究発表会で発表する。 

・「子供は幼稚園でやりたい遊びを見
つけ、存分に遊んでいる」の保護者
アンケートのＡＢ評価が８０％に
なるようにする。 

 
・幼小の職員で意見交換を行い、共通
理解する。また、それぞれの授業や
保育に活かす。幼小交流の計画を元
に実践する。 

A 

・保護者アンケートでは、AB 合わせて 90％以上
が子供は幼稚園でやりたい遊びを見つけ存分
に遊んでいると捉えられており、子供のやりた
い気持ちをかなえられる環境構成を工夫する
取り組みが、遊び込む姿につながっていると考
えられる。 

・共同研究園と講師を招聘した園内研を計画的に
実施し、子供の育ちを学ぶことができた。また、
共同研究園での「遊び込む子ども」に必要な指
標等について 3 園の職員で見直し、整理しリー
フレットにまとめ、研究の成果を発表すること
ができた。 

・年度当初に小学校教諭と年間の大まかな計画に
ついて打ち合わせをして進めることができた。 

・保育公開を含め、小学校教諭とともに架け橋期
の地域部会に２回参加し互いの取り組みを学
ぶことができた。また、子供同士の交流では、
幼児が興味をもったことを、その都度１年生や
小学校教員に聞く等し、小学生も幼児について
知りたいことを直接聞きに来てくれる等、双方
の学びにつながる接続を意識した連携をする
ことで、小学校への期待を高めることができ
た。 

・保護者にも ICUCO でのクラ
スだより配信や懇談会や掲示
などを通して子供の成長を適
宜伝えていく。 

 
 
・共同研究園で「遊び込む子ども
の育成」というテーマでの３
年間の研究は一区切りとな
る。来年度は新たな形で子供
の実態に即した研究テーマを
考えていく必要がある。 

・今後も計画を立て、子供同士や
職員の交流について十分に意
見交換をしながら連携し、架
け橋期の接続について共通理
解していく。幼稚園教諭にお
いては、スタートカリキュラ
ムについて学びを深め、保育
の学びが学習の学びにつなが
っているか振り返りながら保
育を進める必要がある。 

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体 

健
康
教
育 

・基本的生活
習慣の確立 

 
 
 
 
 
 

 
・感染症予防
に努める 

・子供の実態を把握し、子供が
必要感をもって自ら身体を
大切にしようとする姿にな
るよう、担任と養護教諭が
連携し、毎月保健指導（ほけ
んの話）を行う。 

・生活習慣の定着に向けて家
庭でも意識して取り組むこ
とができるよう、保健指導
の内容を基にしたげんきカ
レンダーを実施していく。 

・保健指導、ほけんだよりで健
康課題について啓発してい
く。 

・「自分の体は自分で守る」こ
とが意識できるよう、視覚
的教材等を活用・掲示し、園
児が自ら健康ついて興味関
心をもちながら、生活習慣
の自立につながるように努
めていく。 

・子供が自分の身体に関心をもち、大
切にしようとする気持ちを育む保
育について取り組む。「子供は、身支
度や排泄等、自分のことは自分でし
ている。」の保護者アンケートの AB
評価が８０％以上になるようにす
る。 

・家庭と連携を取りながら、内容に応
じてげんきカレンダーに取り組ん
でいく。 

 
・保健指導（ほけんの話）の内容につ
いてホームページ等に掲載する。 

・規則正しい生活習慣を身につけ、自
ら感染症予防ができるようにする。 

・「子供は自ら自分の身体や健康につ
いて意識しながら行動することが
できている」の保護者アンケートの
AB の評価が８０％以上になるよう
にする。 

B 

・「子供は、身支度や排泄等、自分のことは自分で
している。」の保護者アンケートの AB 評価が
９７％以上と８０％以上の評価を得た。 

 
・子供の実態や課題に合わせて保健指導の再検討
を行い、園児の身につけたい生活習慣の内容に
ついてはげんきカレンダーを持ち帰り、家庭で
取り組んできた。 

・「子供は自ら自分の身体や健康について意識し
ながら行動することができている」の保護者ア
ンケートのABの評価が７４％と８０％に満た
なかった。しかし、子供の姿から手洗いしなが
ら「手洗いはかぜバイ菌を体に入れないため」
などと話しており、身体を守るための行動とし
て捉えている姿は見られた。 

・引き続き、教職員で子供の自立
に向けて課題を共有し、子供
の発達段階に合わせながら生
活習慣の定着を図る。 

 
・必要に応じて今後もげんきカ
レンダーを取り入れていく。 

 
 

 
・保健指導の中での子供の発言
からも各月のテーマに関係す
る情報を知らせる発言が多く
見られることから、知識が身
体を守るための行動につなが
りやすくなるような保健指導
の方法を工夫する。 

・規則正しい生
活の確立につ
いては、子供
達へのきめ細
かな働きかけ
や場づくりに
よって、達成
目標に対して
一定の成果が
見られた。 

・自然に触れる
機会を大切に
し、観察や栽
培などを通し
て身近な生き
物に思いを寄
せる姿があっ
た。 

・今後は子供達
の性教育にも
力を入れてい
かなければな
らないのでは
ないか。自分
の体を大切に
するという観
点で保育にも
取り入れられ
るとよい。(人
権教育・健康
教育・保護者
への啓発等) 

 

・個別の配慮に
つ い て は 、
年々、職員の
業務も大変に
なっていると
思う。職員も
子供達も無理
のない範囲で
取り組まれる
のがよい。 

・子供一人ひと
りを丁寧に見
る だ け で な
く、保護者と
の密な関わり
を実践してい
る。 

人
権
教
育 

・人との関わ
りや伝え合
いに視点を
置いた保育
実践 

 

・子供、保護者ともに互いに認
め合える人間関係を築くこ
とができるよう園が拠点と
なって呼びかけていく。 

 
 
 
 
・教師の道徳性を高め、研修を
通して人権感覚を磨く。 
 

 
 
 
 
 
・花や野菜の生長や身近な生
き物の命に思いを寄せられ
るよう、環境を整え収穫の
喜びや命の尊さ等を感じら
れるようにする。 

・子供が日々の生活の中で自分の気持
ちや友達の思いに気付いたり振り
返ったりする機会を保育の中で作
り、周りの人から愛されていると感
じ、人との様々な関わり方に気付
く。 

 
 
・保護者に向けて学級懇談会や研修の
機会に自身の子育てを振り返り、い
ろいろな立場の人の考えに触れら
れるような場を設定する。 

・年に２回、人権に関する北部ブロッ
ク研修会に参加し、教師間で話し合
ったりすることで人権意識を高め
る。 

・花や野菜の生長や身近な生き物の命
に思いを寄せられるよう、環境を整
える。 

・飼育栽培活動を行い、一つ一つに命
があることを知り、命を大切にしよ
うとする姿が増える。 

B 

・子供の実態や発達に応じて機会を捉えて自分の
気持ちを表現したり、友達の思いを考えたりす
ることを保育に取り入れてきた。 

・学級懇談会・書面研修において子供の人権につ
いて考え、意見交流の場をもつことができた。
保護者からは日々の子育てを振り返り、子供の
権利について考える機会になったという意見
を得た。 

・北部ブロックの研修会や阪同教・伊同教に参加
し学んだことや感じたことを職員間で共有し
た。 

 
 
 
 
 
・クラスごとに様々な生き物を飼育し、世話や観
察を通して命の大切さを感じる機会を作るこ
とができた。栽培に関しては、年間を通じての
取り組みには工夫が必要である。 

・今後も一人一人を大切にする
保育に努められるよう、教師
間で共通理解を図る。 

・保護者とともに身近な人権に
ついて考え、互いの考えを知
る機会がもてるような学級懇
談会や研修の方法を工夫す
る。 

・教師自身の道徳性を磨き、人権
感覚を高めるための研修会に
積極的に参加していく。 

 
 
 
 
 
・一年を見通した栽培計画を共
有し、整備等にも子供ととも
に取り組み、四季を感じなが
ら直接体験を得られるように
する。 

特
別
支
援
教
育 

・子供一人ひ
とりの特性
に応じた保
育の実践 

・幼児理解に努め、子供同士の
つながりや一人一人の育ち
につながるよう支援してい
く。 

 
 
 
 
 
 
 

 
・地域の特別支援教育の拠点
として、特別支援教育に関
する保育や情報を積極的に
発信する。 

・子供の姿に応じて、具体的な支援方
法や保育内容を検討し、実践する。
また、保護者と園の取り組みや家庭
での様子を伝え合い、園と家庭が連
携して子供を支えることができる
ようにする。 

・コンサルテーション等を活用し、園
内だけでなく他方面からの子供の
捉えと支援方法を検討していく。 

 
 
・にじいろ広場の保育の様子を地域の
就学前施設に公開し、参加の呼びか
けをする。また、参加者以外にも研
修等で学んだことをにじいろだよ
りで年２回発行する。 

 
・特別支援教育の研修会への参加や保
護者研修会を実施し、保護者、教職
員ともに子供との関わりや支援方
法をより深く学ぶ。 

B 

・担当者間で２週間に１回子供の様子や課題など
を共有する時間を設けた。子供の育ちや支援方
法の共有等をはかりながら担任と連携して支
援にあたることができた。 

・特別支援教育研修会への参加、伊丹特別支援学
校のコンサルテーションや兵庫教育大学鈴木
正敏教授に来園していただき、専門的な指導を
受け、支援につなげる方法を学ぶことができ
た。 

 
 
・にじいろ広場を全６回開催しその都度にじいろ
だよりを発行した。担当者間で子供達に経験さ
せたい動き、体験ができるように自園にない遊
具を他拠点園から積極的に借用し、本園のにじ
いろ広場に取り入れた。 

・年２回保護者研修会を開催した。就学に関する
こと、普段園でしている遊びやにじいろ広場で
している遊びが就学に向けてどのような力に
つながるかを保護者・教職員が学ぶ機会になっ
た。 

・園務日程等に計画的に担当者
間で話し合う時間を位置づ
け、子供達 1 人 1 人に丁寧な
支援ができるようにしてい
く。 

・幼児理解を深め、支援方法を探
るため、継続して特別支援教
育研修会への参加、コンサル
テーションの活用等行い、自
己研鑽に努める。 

 
・にじいろ保育利用者へのみ、に
じいろだよりを発行してい
る。拠点園として全保護者へ
発行できる内容を検討する。 

 
 
・各園の実態や保護者の興味関
心からも研修テーマを考えて
いく。 
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開
か
れ
信
頼
さ
れ
る
学
校
園 

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携 

・教育への理
解 へ と 繋
が る よ う
な保護者、
地 域 と の
連携 

・預かり保育や園庭開放等を通
して、子育て支援の充実を図
るため、さらに保護者、地域、
園の連携を深める。 

 
 
 
 
 

・保育システムを利用した配信、
園だより、クラスだより、HP
などを通して子供達の様子を
発信することで園教育への理
解を図ると共に、必要に応じ
て気軽に子育ての話ができる
ような体制を作る。 

 
・学校運営協議会や地域行事、会
議等に参加し、学校や地域と
の連携を深める。 

・保護者アンケートの「幼稚園は開か
れた園として職員に子供のことに
ついての相談や話がしやすい環境
である」の項目の AB 評価が８０%
以上になるようにする。  

 
 
 
 

・毎月１回以上 HP や動画配信等その
時々に応じた方法を工夫し、園の教
育や大切にしていること、子供達の
様子等を発信する。 

 
 
 
 

・年間７回程度学校運営協議会や地域
の会議等への参加や、年間２回発行
の広報誌を通して園の教育を地域
に伝えていく。 

A 

・必要に応じて預かり担当以外の職員も関わり
ながら職員間で連携を取り合い、預かり保育
の充実に努めた。保護者の就労が増加し、保
護者のニーズに答えるよう努めてきたこと
で、AB評価が 94％の評価を得た。 

 個別支援が必要な園児の利用も多く、特に長
期休業中の預かり保育においては、複数の職
員配置が難しい現状がある。 

 
・クラスだより等で子供の学びや育ちを細やか
に伝えたり、動画配信や HP 等で園の取り組
みや子供の様子を発信したりしてきた。 
 

 
 
 
 
・小学校、就学前施設との自然な交流を図った
り、地域行事や会議等に参加し、教育の推進
について共有したりする中で、連携を図って
きた。 

・引き続き、担当者との連携を密
に図りながら必要に応じて全
職員で預かり保育に関わるこ
とで子育て支援の充実に取り
組んでいく。長期休業中の職
員配置については、動静を決
める際に決め、安全管理に配
慮しながら実施できるように
する。 

 
・動画配信は引き続き行事だけ
でなく日々の保育の中で、そ
の時伝えたい子供の様子を配
信していく。 

 
 
 

・小学校、就学前施設、地域との
連携を密にし、研修会や園児
の交流を更に深めながら、発
信を続けていく。 

・園から家庭に向

けたホームペ

ージや通信、配

信等で細やか

に発信してい

る。 

・どうしてもホー

ムページはあ

まり見ない。公

立では難しい

かもしれない

が、インスタグ

ラム等で園の

取り組みを発

信できるとよ

いのではない

か。 

 

・限られた人員の

中でも工夫し

て子供達の安

全配慮が行わ

れている。 

そ
の
他 

安
全
管
理 

・安全で過ご
し や す い
生 活 の 場
と し て の
環境作り 

 
 

・安全点検日を園務日程に記載
して位置づけ、職員の意識向
上を図る。 

 
 

 
 
 
・様々な場面を想定した避難訓
練を行い、安全について子供
と考える機会を定期的に設け
る。 

 
 
 
・保護者、地域と共に安全な環境
作りに努める。 

・月１回安全点検を行うことで、全職
員の目で日頃から安全管理に努め、
遊具や用具、園庭や保育室内を常に
安全に保つ。 

 
 

 
 
・学期に１回以上の避難訓練を実施
し、子供が自分で自分の身を守る方
法を知る。 

 
 
 
 

・保護者や地域の方の協力も得て、園
庭清掃に取り組む。（１０月） 

B 

・月１回の安全点検を行い、修繕箇所について
はすぐに連絡調整を行い改善に努めた。 

・保護者アンケートで「こどもの安全に関する
適切な指導が行われている」という項目の
AB 評価が８３％であった。 

 
 
・避難訓練を実施したり、安全教育を取り入れ
たりしたことで、子供自身が緊急時に自分の
命を自分で守ろうとする意識をもち、周りの
大人の指示に従い行動できるようになって
きている。 

 
 
 
・園庭の環境整備のため、保護者や地域の方の
協力を得て園庭清掃、伸びた木の枝の伐採な
どを行うことができた。 

・園舎や園庭を含めて老朽化も
あり、いたる所で不具合が出
てきているので、月１回の安
全点検以外の日々の生活の中
で常に安全意識をもち、改善
箇所については速やかに伝
え、共通理解出来るようにす
る。 

・引き続き震災や不審者対応等
に備え、教職員で緊急時の対
応について共通理解を図り、
必要に応じてその都度訓練を
実施し、子供が自分で命を守
ろうとする意識を高めてい
く。 

・幼稚園で講じている安全教育
や安全対策について保護者に
も定期的に啓発し、園内園外
問わず子供を取り巻く大人が
子供を守るという意識を高め
ることができるように働きか
ける。 

総
合
評
価 

・子供達一人ひとりを大切にした保育を実践されていることが素晴らしい。特に、一つ一つの活動の目当てと、その振り返りを日々行っていることに頭が下がります。こ

の積み重ねを大切にしてこられたことで、探求心が旺盛で、意欲的な子供達に育っているのだと思います。 

・特段の配慮を要する子供の割合が年々増えているように感じます。人員が不足しているようにも感じます。 

・研究はひとつの区切りがつかれるとのことですので、先生方のモチベーションがあがるような研究体制ができるとよいですね。 

・おぎの幼稚園はやはり小学校との連携がしやすいので、小学校との合同研究などをされてもよいのではと思う。 

・運動会では元気いっぱい演技をする子供達に感動しました。伝承遊びの会では子供達とすごろくやカルタなどをして楽しく過ごしました。地域との花の苗植えでは、今

年は子供達がパンジーなどを植え、学校や家庭・地域の人が一緒に力を合わせて幼稚園の美化に努められたのではないでしょうか。今年度は子供達が主体となって活動

するのが見られました。また、行事を通して横のつながりだけでなく、縦のつながりもできていると思いました。これも先生方が日々研鑽され実践された賜物だと思い

ます。 

 


